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473.中高齢者における自常身体活動援が抗護変化能力

および酸化ストレスに及ぼす影響
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[1]的1[1 ';訟の身体活動議:と死亡不あるいは扶病への
縫慾宗との関連散をみた疫学研究の総裂から、?津波な
生活をiきるために必婆な活動消費カロリ…とし℃均 '['1

当たり 286kcal が.Jffi~還されている出しかしながら、抜
焚される28fikcall日を碁懲とした日常身体活動畿の
多少が筑様化総力や酸化λ トレスに及ぼす影響につい
て検討した研究は少ない。これまで、設々はrj!I'i泌総字;e
におけるお常身体活動畿と抗級化能力および酸化スト
レスの関係性を検討'したが、これらの問に関係性を認
めなかった(日本体))1語学会 2001いただし、この結
祭は勢女が混在した少人数1在留の結集であったことや、
i議鋲の統括変化物質のみで抗酸化能力を評{出していた
ことに限界があったことから、これらの問題点を考悲
した上で、経常身体活動議-と抗酸化能力および級化ス
トレスの関係れを得検討する必要があった。 EIi:ctron
spin resonance (立SR) とspinlrap斉1]の併ffJは、検体
の総合的なj丹後酸素消去能力をラジカル選択iぬかっ定
蚤的に測定することが可能である。そこで、本研究は
中高齢者における日常身体活動廷の多少がεSf<により
評織した抗議変化能力および酸化ストレスじ及ぼす影響
を検討したc [方法}疾病および喫銭安{誌のない健常
な中高齢女性51名(64土8議・年齢や身体特性の場合{立、
子均鰭も大事だが、レンジのブ3が大事〉および努tt2J
ち (68土8議)を対象とし、的要1身体活動驚iHlJ 定~~ (ラ
イフコーダ、スズケン社)にて笑滅した日常身{本j舌数
量(180土81kcall目、 50-a97kcal/日)と i保守lの抗
酸化能力指捺 (ESRより許・{越した Ifll.i斉supcroxide
anions (02'-)およびhydroxlradicals (110') 出去
活性と血中還元型グルタチオン (CS日))および酸化
ストレス指標(血紫週後化務質 (TBARS)、lilltjlグル
タチオン護変化還元比 (GSSG/GSH))の関係性を検討
した。{結果および考察}女性における経常身体活動
餐と金ての抗酸化能力指襟および殻化ストレスお探の
1m に有意な;捌機関係は認められなかった。努 'I~tでは日
常身体活動盆と i駐中GSH濃度との務jにのみ有~~な正の
朝間関係 (r芯0.tf5.p <0.05. n:::21)が認められた叫
しかしながら、うど絡協子である年齢で補正したところ
これらの関係性は滅失したo H 常身体活動議とHt織化
能力および酸化ストレスの憾に関係性が認められなか
ったことは、日常生活レベルで生じふ援の活性駿紫は
元来機わっている抗酸化能力で十分に潟去されるTiHi~
性を示唆している。{結論}中25i齢者における EI11t身
体活動畿の多少 (50-397kcal!!ヨ)は鋭機化能力およ
び酸化ストレスに影響を及ぼさない可能i~l:が71~n?îされ
た。全身性(血液)の抗酸化能力あるいは綴イヒストレ
スと日常身体活動愛の関に関係性は認められなかった
が、身体活動時の活性費支紫発生源として知られる'認.t義
務での枕頭変化銘力および酸化ストレスと El11¥'身体活動
議‘の関係性についても今後検討する必裂がある。
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